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抄　録

　グレゴリオ聖歌におけるアルシスとテーシスの概念を基に、音楽的動線分析を行った。これ
らは、旋律の解釈と歌唱表現の裏付けとなる。またアルシスとテーシスに基づく音楽分析が
歌唱表現の呼吸の流れと一致することを、筆者自身の経験値から主観的確認を行い、演奏表現
の指針を提示した。課題としては、グレゴリオ聖歌のSalve Regina、近現代の曲としてSigfrid 
Karg=ElertのAbendsternの旋律の動線分析を行った。旋律、フレーズの音楽的動線と、言葉
や強拍は、必ずしも一致しない部分もあるが、その活動において呼吸の動線の一致から歌唱表
現における有効性を見出すことができた。今後の課題としては、教育現場での歌唱課題におけ
る、音楽やフレーズ感の動線に基づく実践であり、音楽の動線から身体表現、歌唱表現に結び
つく有効性を検証することにある。

キーワード：歌唱表現，フレーズ，アルシス，テーシス

１．緒言

（１）課題の背景
　小学校学習指導要領 音楽科（2017）において、音楽の身体的な動作と結びつきを基調とし
た身体的活動を伴った知識が必要とされている。それらは知識を裏付ける体験、経験であり、
「どのように学ぶか」における指針となる。ダルクローズの聴覚と筋肉運動の感覚を関連付け
た活動は、音楽を分析的に感じ取り、体験しながら学ぶ現代の有効な方法である。共通事項の
「音楽を形作る要素」を感じ取る活動では、能動的な活動を取り入れ、表現に繋げていくので
ある。またそれらは経験を通した知識に繋がる。そこには、音楽の自然な流れを本質的に感受
し、筋肉感覚をつかって表現する過程がある。その考え方は、音楽的な動き、言葉、リズム、
フレーズ感を分析的に感じとる重要な過程に裏付けられる。音楽の本質を感じ取る活動として、
動きで表現することは有効な方法であることが理解できる。
　音楽の本質である旋律の動きやそれに伴う表現、演奏法を考えるにあたり、その起源の一つ
と考えられるグレゴリオ聖歌は、旋律歌唱等現在の音楽に活かせることは非常に多く、可能性
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に満ちていると考える。歌唱法においても音や言葉、旋律の流れ（フレーズ感）について、グ
レゴリオ聖歌の解釈に根幹をみることができる。
　西洋音楽最古の聖歌と言われるグレゴリオ聖歌は、教会の聖務日課、典礼を担う公式音楽で
ある。音楽的な観点から捉えれば、散文的なラテン語を用い、全音階的な教会旋法の上に自由
動律のリズムで歌われる単旋詠歌である。グレゴリオ聖歌は、聖歌記譜法の発展とともに、指
揮・唱法も共に歩むこととなる。その始まりは10世紀のアレッツォのグィドにより、譜表を持っ
た記譜法が考案され、起源と言われるヨハネの賛歌は、階名法により急速に普及したと言われ
ている。記譜法の発展と共にその動律についても認識が必要となった。動律は、言葉、リズム、
旋律について音楽の根本的な本質を探ることとなる。音楽の本質において、そのリズムや言葉
の語感や抑揚、音の動きから生まれる動きは、音楽が生み出す世界を作り上げる要素となる。
ここまで述べてきた音楽における動律は、決して過去の定義ではないと考える。例えば、音楽
における抑揚、「緊張と緩和」「飛躍と休息」これらは、アルシスとテーシスの関係にあり音楽
の秩序と位置付けられる。Arsis, Thesisはギリシャ語であるが、音楽および韻律法の言葉で、
アルシスは動詞（私は上げる）から由来している。現代の指揮者たちが行う手や身体で行う仕
草は、広い意味でのキロノミー曲線と言える。キロノミー曲線は、フレーズ感、音楽の流れそ
のものを示すものであると考える。
（２）目的
　本稿は、これらの音楽のリズム、フレーズ、言葉における音楽の身体感受と表現について、
音楽を感じ取る定義でもあるアルシスとテーシスに基づき分析、考察をする。考察した内容か
ら歌唱表現における身体的感受とその表現に反映することを目指すものである。また、現在の
学校音楽教育上での有効性を提案するものである。
（３）分析課題
　分析対象として筆者の研究発表に伴う以下の2課題を挙げる。
　①　グレゴリオ聖歌　　　　　　　　　　Salve Regina
　②　Sigfrid Karg=Elert（1877−1933）　　Abendstern
　グレゴリオ聖歌のSalve Reginaは聖務日課の夕方に歌われるものである。言葉の抑揚と旋律
の動律から現在も歌われている内容について検証を行う。
　Sigfrid Karg =Elert“Abendstern”については、近現代の曲となる。この曲の動律の分析を行
うことで、演奏・表現法について現在にも繋がることを検証、考察をする。
（４）分析方法
　分析方法については、以下の文献を参照することとする。また、筆者の歌唱表現活動による
経験値より主観的な観点から指標を作成する。
　水嶋「グレゴリオ聖歌」音楽之友社（1982）
　丘野「グレゴリオ聖歌のこころ」創風社出版（1996）
　提示方法として、主観的自由度の高いものであることから、楽譜に手書きで直接書き込むこ
ととする。本稿の課題は、グレゴリオ聖歌のセミオロギーは加味していない。旋律の流れ、呼
吸に基づく音楽の流れ・アルシスとテーシスの動線であることを記しておく。



– 129 –

音楽の身体的感受と歌唱表現に関する考察

２．アルシスとテーシスの定義

（１）基本動律
　最小のリズム的統合体は、動律の基本的なリズムである。リズムの流れは、飛躍が休息に到
達することによって作られる動律の統合体となる。すなわち、アルシスとテーシスによって動
律は作られるのである。飛躍（アルシス）と休息（テーシス）の関係によってリズムが形成さ
れる根源的なリズム理論は、主にグレゴリオ聖歌で使用される唱法に関する考え方である。ア
ルシスの意は「飛躍」もしくは「求める」という意がある。テーシスは「休息」であり、アル
シスが求めた結果の「安心」と位置付けられる。呼吸に例えると、アルシスは「呼気」、テー
シスは「吸気」となるという概念である。人は産声で息を吐いて始まり、終わりの時は息を引
き取って眠りにつく。生を求めるのは、アルシス、その結果満たされたものがテーシスという
解釈もある。音楽における基本的な飛躍は、歩行における足の「上げ」に値すると考えれば、
その「下げ」はテーシスとなる。表１は水嶋（1982）「グレゴリオ聖歌」p123からアルシスとテー
シスに関する概念の抜粋である。

　しかしながら、言葉のアクセ
ント等によって例外もある。基
本的にはアルシスは足の「上げ」
であると考えれば「高」となるが、
テーシス足の下ろしが「高い」
こともあり得る（譜例１）。

　また、アルシスは多くの場合
は、「強」であるが、言葉のアク
セントによってテーシスに「強」
がくる場合もある（譜例２）。

　言葉の基本リズム、アクセントを見つけること、また旋律性からの導きを用いて両極的に考
えることが必要である。以下の留意が必要となるネウマ譜では、垂線が付記されている音符は
テーシスとなる。必然的にその前の音はアルシスとなる。旋律的動きの休息点はテーシスとな
る（譜例３）。

譜例２　水嶋（1982）「グレゴリオ聖歌」p126

譜例１　水嶋（1982）「グレゴリオ聖歌」p126

表１
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・音節的動きの休息点は、同じ音であってもテーシスとなる。
（２）複合動律
　アルシスとテーシスの多くの要素でできている動律を複合動律という。水嶋（1982）は幅跳
び、あるいは三段跳びに例えて、踏切の足が地面を蹴る点を、イクトゥスとし、飛躍する点が、
アルシスの起点となると論じている。そしてまたその点がイクトゥスとなり、再びアルシスと
飛躍する。そして、再び落下した点がテーシスとなり休息となると示している（図１、譜例４）。

　基本的には表２のように、アルシスは上昇であり、クレシェンドのイメージである。テーシ
スは下降する流れであり、デクレッシェンドのイメージとなる。動から静の流れとなるが、複
合動律においては、跳躍への基音となる拍に強拍イクトゥスがあり、その場合のイクトゥスは
アルシス的であったり、また終着点でのイクトゥスはテーシス的であったりすることが言える。

　グレゴリオ聖歌の唱歌法については、様々な論争があり、宗派によって違いもある。本稿で

図２．動律体一覧 水嶋（1982）「グレゴリオ聖歌」p143

表２　複合動律におけるアルシスとテーシスの性質

図１ 譜例４　水嶋（1982）「グレゴリオ聖歌」p138

譜例３　水嶋（1982）「グレゴリオ聖歌」p127
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の分析については、先に記した通り筆者の呼吸法等を含む経験値による主観的な解釈となる。
ここまで述べたアルシスとテーシスの基本的な定義に基づき、音楽の動線分析を行う。

３．グレゴリオ聖歌　Salve Regina

　Salve Reginaは聖務日課の終歌として歌われるものである。聖母マリアへのアンティフォナ
の一つで、伝統的な祈祷文である。以下に詞と楽譜を示す。
（１）詞と訳
Salve Regina, Mater misericordiae:
Vita, dulcedo et spes nostra, salve.

Ad te clamamus exsules filii Hevae.
Ad te suspiramus, gementes et flentes in hac lacrimarum valle.
Eia ergo, advocata nostra,
illos tuos misericordes oculos ad nos converte,
Et Iesum, benedictum fructum ventris tui, mobis,
post hoc exsilium ostende.

O clemens:
O pia:
O dulcis Virgo Maria.

祝されよ、慈悲ふかき母。
わたしたちのいのち、喜び、希望。

旅路からあなたに叫ぶエヴァの子。
嘆きながら泣きながらも涙の谷であなたを慕う。
わたしたちのために全てをほどこされ、
慈悲深いのまなざしをわたしたちに注ぎ、
尊いあなたの子イエスを
この世の果てに示してください。

おお、賢明な、
おお、敬虔な、
おお、慈悲深いおとめマリアよ。
　　　　　　　　　　　　　（意訳　坪井眞里子）

次にアクセントの位置を示す。
Salvē, Rēgīna, māter misericordiae; vīta, dulcēdō et spēs nostra, salvē. Ad tē clāmāmus, 

譜例５　GregoBase（Solesmes）引用
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exsulēs fīliī Evae. Ad tē suspīrāmus, gementēs et flentēs in hāc lacrimārum valle. Ēia ergō, 
advocāta nostra, illōs tuōs misericordēs oculōs ad nōs converte. Et Iēsum, benedictum 
frūctum ventris tuī, nōbīs post hoc/hōc exsilium ostende. Ō clēmēns, ō pia, ō dulcis Virgō 
Marīa.

（２）楽譜、アルシとテーシスに基づく動線
　楽譜にもアクセントがある位置には、イクトゥスの指示がある。

譜例６　アルシスとテーシスに基づく動線
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　イクトゥスの部分をわかりやすくするため、〇で示した。アクセントとイクトゥスの部分は
テーシスで下降していても、強い感覚で歌う必要がある。
（３）歌唱法考察
　Salve Reginaの歌唱表現において、全体を通して柔らかな動線となっている。小節が曖昧な
こと、拍節の変化から言葉の抑揚を重視したフレーズになっている。歌唱においては、この拍
を感じさせない流れの唱法が必要となる。これはレガート唱法が必要となる。

４．Sigfrid Karg=Elert（1877-1933） Abendstern

（１）Sigfrid Karg=Elertについて概略
　ジークフリート カルク＝エラートは、1877年ドイツのオーベルンドルフ・アム・ネッカー
で書籍商ヨハン・ヤコブ・カルクとその妻マリー・オーギュスト・カルクの12人兄弟の末っ子
として生まれた。彼は奨学金を得てライプツィヒ音楽院でサロモン・ヤダゾーン（ピアニスト・
作曲家）、カール・ライネッケ（作曲家・指揮者・ピアニスト）、アルフレッド・ライゼナウアー
（作曲家ピアニスト・音楽教育）、ロバート・タイヒミュラー（ピアニスト・音楽教育）らに
師事した。エドヴァルト・グリーグに認められ作曲活動に取り組む一方、シェーンベルク、ド
ビュッシー、スクリャービンにも影響を受けた。彼の作風はドイツロマン派後期の影響を受け
ると共に、印象派に心頭していることが伺える。調性の拡張、半音階的手法を発展的に使用し
ている。
　カルク＝エラートは演奏家としてはあまり評価されず、ドイツ本国にいたっては作曲家とし
ての評価は高くなかった。新古典主義や無調が主流になった1920年代のドイツでは、半音階主
義は既に過去の遺物になっていた為である。彼はイギリス、アメリカへ渡航し、その地では成
功をおさめた。同時代にドイツで活躍したMax Regerとは険悪な関係にあった。
　作品98/1は1909年に作曲された「３つの印象」作品72からインスピレーションを得ていると
言われている。ドイツの神学者で詩人のKarl Friedrich Gerokカール・フリードリヒ・ゲロッ
クによるものである。この詞は、メノナイトのための賛美歌編集者／発行者：北米メノナイト
コミュニティ総会／米国1950年に収録されている。作品98/1は、これまでにない既知の奥ゆき
効果を持っている。変ニ長調で象徴的な和音が駆使され、揺らぎと泡立ちのような半音階によ
り、神秘的で象徴的な世界が展開されている。
（２）Abendstern詩と訳
Abendstern　　Karl Friedrich Gerok	 宵の星　詞カール・フリードリヒ・ゲロック

Abendstern, Abendstern,	 宵の星よ、宵の星よ
Wie betracht ich dich so gern.	 私はあなたに想いをよせる。
Labe mich im stillen Dunkel,	 私の主のそばで
Bei dem lieblichen Gefunkel	 暗闇の中で愛らしい瞬きとともに
In der Nähe meines Herrn,	 私に力をあたえてくれる。

Stille Pracht, Stille Pracht,	 静かな壮麗さよ、静かな壮麗さよ、
Diamanten schmuck der Nacht.	 ダイアモンドの装いの夜。
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In dem feierlichen Reigen,	 荘厳な輪舞の中で
Stehst du dort um still zu zeugen	 あなたはそこにいて
Von der ewigen Liebe Macht,	 永遠の愛の力を示すのです。

Schön und mild, schön und mild	 美しく甘美に、美しくそして甘美に
Taucht dort auf des Mondes Bild	 月の陰影に引き寄せられ
Und mein Blick folgt seinen Bahnen	 私の眼差しは、主の導きに従う。
Während tief geheimes Ahnen,	 深い密かな期待で
Meine Seele Grund erfüllt,	 私の魂は満たされる。

Heimatswehn, Heimatswehn,	 帰郷への想い、帰郷への想い
Säuselt von den ew’gen Höhn.	 永遠のざわめきがささやかれ
Du erquickst den Kampfesmüden,	 あなたは、戦いの疲れを癒す。
Der sich sehnt zum ew’gen Frieden,	 それは、永遠の平安をもとめるもの、
In die Ruhe einzugehn,	 静けさのうちに

Herrlichkeit, Herrlichkeit,	 栄光よ！栄光よ！
O was ist der kurze Streit.	 永遠の喜びに比べて
Gegen jene ew’gen Freuden,	 短絡的な争いは何ということか、
Auch das schwerste Pilgerleiden	 巡礼の重い苦しみも
Ist nicht wert der Herrlichkeit,	 この栄光には、値しない。

Dürft ich ziehn, dürft ich ziehn	 引き寄せる、引き寄せる
Dürft ich jetzt schon schauen Ihm	 私は、彼を目の当たりにしていいのだろうか
Der mich liebt an dem ich glaube,	 誰が私を愛しているのだろうか、
Und entfesselt von dem Staube.	 そして永遠の帰郷のうちに
In die ew’ge Heimat ziehn,	 塵から解き放たれた。
� （意訳　坪井眞里子）

　曲の調性は変ニ長調で、前奏では不安定な半音階で順次下降をたどる。Helldunkel, 
schwebendと指示されており、「明暗が交差した薄暗い中を漂うように」オルガンの音も半音
階的に細かい反復繰り返しながら、漂うように下降する。天から地への柔らかな星の光が照ら

譜例７　Abendstern冒頭
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すようなイメージでもある（譜例７）。
　譜例８では、宵の明星への呼びかけから始まり、Sequenz反復進行で上行進行する。
Abendsternの中で小さなアルシスとテーシスを繰り返し、上降していく。ある意味アルシス
でその中に高揚と安息が共存している。アクセント（イクトゥス）、強調される箇所を で示す。

　続く譜例９では、Sequenz同形で下降する。はじめの音形とは対照的な形となる。ここでも
半音が巧みにつかわれており、不安的な中でin der Naehe meines Herrn!求めていた主の傍ら
にたどりつく。ここまでが第１連となる。詩の２連目からＡ’で旋律とリズムは同形で始まる。

　Sequenzで２度繰り返さ
れる旋律には言葉の語感と
それを支配する意味が込め
られている。例えばstille 
Prachtでは、静かな沈黙の
力が、壮麗さと共に３度上
がって繰り返されることに
より、演奏では、表現の広
がりがあらわれる。第２
連の世界観の広がりでも
あり、Dimanten schmuck 
der Nacht「ダイアモンド
の装いの夜」に辿り着く。 
　譜例に示している旋律の
動線については、基本的に
は、上行形はアルシスであ
るが、譜例９、２段目第１
小節にあるように、テーシ
スで下降していながら、譜例９

譜例８

A’A’
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meines Herrnにはテヌートとアクセント
が示されている場合、ただ弱いのではな
く、水嶋が論じていたように、テーシスで
あっても強拍と捉えなければならない。以
下譜例について、歌唱の部分のみ記す（譜
例10，11）。
　第２連In dem feierlichen Reigenからは、
半音は不安に漂うような下降と上降を繰り
返し、神の愛を示す象徴的な言葉である
ew’gen Lied Machtはテーシスで落ち着く。
　第３連は、Ａの音形に対して対照的な上
からの下降形となる。第３連始めの２節
はschoen und mildをSequenzの形で下降
している。Lentandoの指示があり、緩や
かに下降する。そこからまたTaucht dort 
auf des Mondes Bildに向かって上降する。
月は空にあり、その陰影の表現がされてい
る。短いＡの反転の後、転調する。調性的
には調号はあるもの浮遊感が強く、曖昧で
あると感じる。
　第４連はある意味展開部であり、Ｂとす
る。Heimatswehn（郷愁）の想いが象徴
されており、より不安なものとなる。旋律
は半音階的な変化に富み、その郷愁と不安
が交差している。Heimatswehはピアニッ
シモで書かれておりinnerlich（内面的）な
表現が必要となる。下降形では同様に漂い
ながら不安を掻き立て、この部分は下降す
る旋律となるが、第５連に向けて最後のＨ
の音が、オルガンの上行形に繋がる。こ
こからHerrlichkeit！Herrichkeit！（栄光
よ！）に向かう力が必要となる。アルシス
がより力強い形で表現される。
　第５連では、Herrlichkeitにrfzが指示さ
れており、冒頭からかなり強く強調される。
アルシスであるが、これは間奏でオルガン
の１オクターブで強調される強い意志を受
けて、このHerrichkeitに繋がると考える。
アルシスは歌唱の前から始まっている。半
音階的な下降と上昇と共に、Grandioso（壮
大な）の指示のあるHerrichkeitとなる。

A’’‘

A’

A

B

B’

C

A’’’

譜例10

譜例11
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オルガンは歌唱のHerrichkeitの後２回上行のアルペジオで世界観を拡げる。
　第６連では、再び主題の旋律が繰り返される。Dürft ich ziehn（引き寄せていいですか）と
いう控えめな問いかけと共に、神への憧憬と近づく不安が表現され、ew’ge Heimat ziehn（永
遠の帰郷）に落ち着く。後奏ではじめて変ニ長調の主音が出現し、安住する。この詞はもとも
と第７連まであるが、作曲されたのは第６連までである。その理由については、明らかではない。
（３）Abendstern考察
　この曲では、Abendsternに象徴される天＝Himmel、Heimatへの帰還により昇華される。
不安は半音階的な不協和音と旋律の下降、上昇で表される。常にHimmelは高音にあり、地で
ある低音からの憧憬と不安が揺らぎにより表現されている。この曲には反復と反転の作曲手
法があり、それらはカルク＝エラートの時代の流行りでもあったJugendstil（ユーゲントシュ
ティール又はアールヌーボー）の考え方が曲に反映されていることがみてとれる。不確かな想
いと共に、半音階的な手法が散りばめられている。この浮遊感は彼独特のものであると考える。
歌唱においては、その変化音の多さから浮遊する表現と確かな音程が求められる。また、ドイ
ツ語詞の言葉の抑揚と共に、意味と心的な情動が音楽と共に律動している。これらは、音楽の
動き、つまりはアルシスとテーシスの動きに大きく影響する。半音階、浮遊感からくるアルシ
スとテーシスの曖昧な力関係とブレスの起点に留意する必要があると考える。またそのブレス
の起点にアルシスに向かう力点とも言える複合動律があることを確認できた。アクセントの位
置、テヌート、スフォルツァンド等で強調される部分は、必ずしもアルシスとなっているわけ
ではない。テーシスにおいても強拍となったり、音に重みを置いたりする箇所もみられる。音
楽の動線と必ずしも一致しない。表現において言葉のニュアンスを加味することが必要となる。
これは特にロマン派以降、詩や言葉の文学的な世界、ニュアンスが重要になったことも起因す
る。しかしながら動線は呼吸の流れと一致し、グレゴリオ聖歌の演奏法に関わるアルシスとテー
シスの考え方は、曲の理解の上に大きな効力を持つことが認識された。

５．考察

　音楽の流れについてアルシスとテーシスの定義を軸として、グレゴリオ聖歌、Liedの動線に
ついて考察を行った。音楽の動線は、近現代の音楽についても、同一定義で示されることを確
認することができた。淡々と述べられる朗誦、また聖務日課での祈り、讃美歌ドイツ語詩、歌
曲については、音楽と共に言葉による抑揚も大きくかかわってくる。また、時代と共により言
葉の情動が強くなっている傾向がみられる。しかしながら、アルシスとテーシスとしての音楽
的な動線、キロノミー曲線を考えることは、歌唱表現における呼吸の流れを具体化する上で有
益な過程となると考える。動線は呼吸であり、音楽そのものである。旋律フレーズを感じとる
活動は、ダルクローズの音楽教育が目指す、音楽の身体による可視化に繋がる。歌唱表現はフ
レーズを感じ取り、歌うことを通して音楽そのものを表現することができる。これらの過程は
音楽の本質を感じ取る活動となるのである。このことからアルシスとテーシスに基づく旋律の
動線を感じとる活動は、学習指導要領 音楽科の目指す身体活動を伴った感受と知識の裏付け
となる活動であることがわかる。
　表現Ａ歌唱の授業の教材観の観点は、歌詞、歌詞からのイメージ、旋律、音楽を形作る要素、
旋律のリズム、ソルフェージュ的な特徴、曲を活かすための工夫、歌唱表現といった流れが基
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本的にある。最終的な歌唱表現にいたるまでの過程において、旋律、フレーズ感を感じとる身
体活動に活かすことができる。ハンドサインで音高について認識する活動後に、旋律の流れに
ついて、フレーズ感を考える活動を行う。アルシス的な旋律の高揚と、旋律的な落ち着きに繋
がる下降線としてのテーシスを感じとる活動は有効な音楽の感じ方である。また、活動を通し
て曲の特徴についても気付きが多いと考える。
　例えば、小学校６年生の歌唱共通教材「ふるさと」高野辰之詞、岡野貞一作曲について考え
る。以下の資料は小学校の鑑賞教室で行った時に使用した、「ふるさと」の楽譜資料である（愛
媛県Ｓ小学校2018年２月実施）。

　譜例12は、旋律の流れ・音楽の向かっていく方向などを、児童の意見を取り入れ完成させた
ものとなる。〇は、言葉として強く歌いたいところを囲んでいる。音楽の動線、言葉の強調箇
所に規則性が楽譜からみることができる。注意点として４段目２小節目の「が」については鼻
濁音であることから、注意が必要となる。音楽を感じとり楽譜に表していく過程は、児童にとっ
て可視化され理解しやすいものとなった。歌唱表現には、技能が必要であるが、これらの動線
は歌い方の大きな指針となった。
　音楽を身体的な活動でとらえるハンドサインや、ダルクローズの音楽教育にあるプラスチッ
クアニメのように、音楽を感じ取り、身体を動かし音楽を可視化する活動は、曲の特徴をとら
え、音楽の内容を感じ取る有効な手段である。アルシスとテーシスに基づく動線を感じとる作
業もまた、楽譜の上で、音楽を立体的に感じとる活動である。これらの活動は、学習指導要領
にも明示されている身体活動を伴った知覚感受を知識、技能として裏付ける活動となる。本稿
では、グレゴリオ聖歌のアルシスとテーシスの定義を基として、楽曲分析、旋律について近現
代の曲への応用を含めて考察を行った。アルシスとテーシスを可視化する過程は、音楽を解釈
する有効な考え方であり、歌唱表現においても活かされることが認識された。
　今後の課題としては、教育現場での歌唱課題における、音楽やフレーズ感の動線に基づく実
践であり、音楽の動線から身体表現、歌唱表現に結びつく有効性を検証することにある。

譜例12　「ふるさと」高野辰之詞　岡野貞一作曲
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